
令和３年度働く女性応援ネットワーク委員からの意見 令和４年度施策への反映状況等
第１回（R3.8.18開催）
（放課後児童クラブ（学童保育）について）

・学童保育は経営主体が保護者なので、県や市がもう少ししっかりした体
制を整え、学童保育で働く支援員の待遇改善等につながるような支援を検
討してほしい。

（中小企業への支援について）

・有給休暇制度など、女性活躍に向けた制度づくりを中小企業に多く求め
ているが、コロナ禍で事業継続すら厳しい状況なので、中小企業に対する
きめ細かい支援を検討してほしい。

（男性育休取得の促進について）

・はぐくみ支援企業に対して、男性の育休取得を促進するとともに、プレ
パパ・プレママ講座のような産前講座の情報を発信してほしい。

（多様な人材の活躍について）

・外国の方への就労支援について、現在の施策をもう少し多様な業界に広
げ、学びたい方へチャンスを与えてほしい。
・高齢者への就労支援について、介護助手制度やシルバー人材センターの
ノウハウを生かして、未開拓の業界にも施策を展開してほしい。

第２回（R4.3.14開催）
（資料１－１③「多様な働き方の拡大」について）

・テレワークについて、社内のデジタル化が進んでいないような小さい企
業への支援など、スピード感を持って進めてほしい。
・徳島はSDGｓ先進県。女性活躍をサステナブルな働き方につなげて、県
の強みとして県民に、また全国に発信してほしい。

（ウーマンビジネススクールについて）

・事業の成果について、事例集を作成し、ウェブ上で見られるようにして
ほしい。
・できればアーカイブ配信をしてほしい。

（県の施策について）

・効果的な施策にするために、経営者の意見を聞き、どういうところが受
け入れがたいのかという課題に踏み込んで、経営者に対してどのようにア
プローチしていくか検討すべき。
・なぜ参観者が少なかったのか、など、もう少し掘り下げて声を拾い、次
の施策に反映していく必要があるのではないか。

（職場復帰のサポートについて）

・くるみん認定基準でも、育児休業取得率などの数値が大きく目立ってい
る印象であるが、育児休業取得後の、職場復帰のサポートを企業がどのよ
うに行っているのか気になった。

・テレワークについては、年度当初に県内企業に
対してアンケート調査を実施し、企業のニーズに
応じてテレワークアドバイザーの派遣等を行うこ
とにより、スピード感を持った支援ができるよう
努めて参ります。
・発信方法については、女性活躍をSDGｓの観点で
も発信することにより、県内をはじめ全国的にも
徳島の強みとして知っていただけるよう努めま
す。

・受講後の感想等について、今後県のホームペー
ジに掲載して参ります。
・当事業は四国大学との連携講座として開催して
おり、zoomで行った講座については講師に了解を
得た上で、終了後受講者に限り配信を行っていま
す。（産業人材育成センター）

・経営者目線での課題や、感染症だけではない研
修実施時の課題にも踏み込んで、事業の見直しや
新たな事業の検討を行って参ります。

・放課後児童クラブに勤務する職員の処遇改善に
つきましては，「放課後児童支援員等処遇改善等
事業」や「放課後児童支援員キャリアアップ処遇
改善事業」を活用し，賃金改善を行う市町村を支
援しております。今後も市町村と連携し，取組の
促進に努めて参ります。（次世代育成・青少年
課）

・従業員の休業等については、国の助成金（雇用
調整助成金、小学校休業等対応助成金など）を御
活用いただける場合があり、徳島労働局が窓口と
なっています。
・事業継続については、厳しい経営環境に直面して
いる県内の中小・小規模事業者の皆様を支援するた
め、「徳島県事業継続応援金」を創設いたしまし
た。事業者のニーズに応じたきめ細やかな支援につ
いて、引き続き検討してまいります。
（商工政策課）

・はぐくみ支援企業の取組事例集において、職場
復帰のサポートについて記載のある企業もありま
す。事例集は県ホームページに掲載しております
ので、参照ください。
（https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokat
a/sangyo/rodokankei/7205594/）

・男性育休や産前講座等について、はぐくみ支援
企業に情報発信して参ります。

・外国の方への就労支援については、キャリア
フェアの開催等により、多様な業界への就労機会
を創出して参ります。
・今後も、多様な人材の活躍に向けて、事業の見
直しや新たな事業の検討を行って参ります。


